
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

      GCOE NewsLetter 
[No.47  2011/8/29] 
------------------------------------------------ 

2011年度第1回gCOE論文賞の募集について（再掲） 
国際研究集会の開催について（再掲） 
2011年度第2回大学院生海外派遣事業について 
次回のオープンレクチャーについて 
gCOEスタッフ海外出張報告 
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 ■ 2011 年度第 1 回 gCOE 論文賞の募集について 
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

名古屋大学文学研究科グローバル COE プログラム『テクスト布置の解釈学的研 
究と教育』では、論文を募り、「グローバル COE 論文賞」として顕彰し、2012
年 3 月刊行予定の『HERSETEC』に掲載します。多くの方々の積極的なご応募

を期待します。 
 
受付期間は 2011 年 8 月 29 日（月）から 9 月 5 日（月）16：30 までです。 
なお募集要項、執筆要項、申込用紙は以下 GCOE の Web ページを参照してくだ

さい。 
http://www.gcoe.lit.nagoya-u.ac.jp/education/education04/20111coe-1.html 
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 ■ 国際研究集会の開催について 
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

第 12 回国際研究集会が以下の日時に開催されます。 
 
「歴史におけるテクスト布置」Configuration du texte en histoire 
日程：2011 年 9 月 1 日（木）～2 日（金） 
場所：名古屋大学（野依記念学術交流館） 
使用言語：英語・フランス語（同時通訳付） 
 
集会のプログラムに関しては、以下 GCOE の Web ページを参照してください。 
http://www.gcoe.lit.nagoya-u.ac.jp/activity/pdf/20110901_12thConf.pdf 
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 ■ 2011 年度第 2 回大学院生海外派遣事業について 
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

2011 年度グローバル COE「大学院生海外派遣事業」の第 2 回募集をします。 
 
募集期間：2011 年 9 月 28（水）～10 月 4 日（火）16 時半必着 
第 1 次審査結果発表予定：2011 年 10 月 14 日（金） 
第 2 次審査結果発表予定：2011 年 10 月 21 日（金） 
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 ■ 次回のオープンレクチャーについて 
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

2011 年 9 月 28 日（水）18：00～ 
名古屋国際センタービル 15 階 グローバル COE オフィスにて 
講演者：佐藤 彰一 特任教授（名古屋大学大学院文学研究科・西洋史学） 
題目：未定 
 
決定次第、下記 GCOE の Web ページでお知らせします。 
http://www.gcoe.lit.nagoya-u.ac.jp/activity/activity03/ 
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 ■ gCOE スタッフ海外出張報告 
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

池内 敏 （gCOE 事業推進担当者・日本史学） 
 
 今回の文献調査では、①「サンフランシスコ講和条約」とりわけ「その領土

条項」に関わる最新の研究成果について検討することを意図した。また、②当

該条約の解釈と関わって重要と思われる「1905 年前後における竹島／独島の利

用実態」に関わる近年の研究を再検討することも意図した。そこでまず、韓国

国立中央図書館にて竹島／独島関連の最新の研究を検索・閲覧し、必要なもの

については複写採録した。 
 また、1 日と 3 日には、中央図書館での作業を終えてのちに東北亜歴史財団独



島研究所を訪問し、所長はじめ所員の方々と情報交換・意見交換を行った。そ

のなかで、上述の①に関わって、李碩祐仁荷大学校法科大学教授が近年述べて

いる「サンフランシスコ講和条約の領土条項の記述それ自体は、竹島が日本領

であることを示す」とする見解が韓国内（および韓国の関連学会）でどのよう

に評価されているか伺った。「李碩祐教授は、韓国の独島研究に関わる国際法

研究者としてたいへん高名だが、そうした主張については知らなかった。また

そうした主張は現在の韓国では受け入れられないだろう。」というのが研究所

側から得られた当初の応答であった。帰国後、李碩祐教授の主張を（池内の述

べたとおりであると）確認したこと、それをどう評価するかについては少し時

間がほしいとの連絡を受けた。 
 また、研究所では、上述の②にかかわる韓国人研究者による最新の研究（近

刊予定）について教示を得て、同論考で使用されている池内未検討の史料（1960
年代韓国の新聞記事）を中央図書館所蔵マイクロフィルムのなかから検索し、

入手した。 
 

 

 

次回のメール版 NewsLetter の発行は 2011 年 9 月下旬 を予定しています。 
・‥…━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━…‥・ 

GCOE「テクスト布置の解釈学的研究と教育」 
Hermeneutic Study and Education of Textual Configuration 
http://www.gcoe.lit.nagoya-u.ac.jp/ 
 ─────────────────────────────── 

NewsLetter No.47 
発行：GCOE 編集部 
編集担当：平野克典 
Copyright(C) 2011 NAGOYA UNIVERSITY, GRADUATE SCHOOL OF LETTERS 

・‥…━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━…‥・ 
 

http://www.gcoe.lit.nagoya-u.ac.jp/�

